






要約 

(a)高速液体クロマトグラフを利用した THI 法によって,カテコラミン分離測定が容易とな

り,安定した測定値が得られた。 

(b)ラット胎仔の発育とともに,副腎内カテコラミンは増量し,胎令 18-19 日に,その成分と

してのノルエピネフリン優位からエピネフリン優位となり,自然呼吸が確立されるように

なった。 

(c)実験的 SFD 胎仔群では副腎内総カテコラミンの増加も少なく,エピネフリン優位の傾向

も抑制された。 

(d)SFD 群における脳内カテコラミン量は,対照群に比し低値を示した。 

(e)羊水中,新生児尿中のカテコラミン測定は臨床的に有効な胎児情報となる可能性が強い。 


